





























ニクジュヨウは，JP17において，ハマウツボ科に属する寄生植物，Cistanche salsa G. Beck, C. deserticola 
Y. C. Ma, C. tubulosa Wightの肉質茎と規定されており，各基原植物により成分プロファイルが異なることが
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様式 5-3-2 
種目（特定研究） 
知られている．ニクジュヨウの基原植物の遺伝子鑑別については，葉緑体 DNAの rps2遺伝子及び rpl16-




伝子の消失，3) 宿主植物由来遺伝子の水平伝播による取り込みが考えられる ( 2), 3) は，既にC. deserticola 
の葉緑体ゲノムの解析により示唆されている 2))．このため，本研究では，核DNAの ITS2領域の塩基配列
による分子系統解析を行っている．今年度は，昨年度に引き続き，ITS2領域の配列解析を継続した． 
ニクジュヨウ試料は，Tomariら 1)の先行研究に用いられた 25検体を譲り受け使用した．その内訳は，C. 
salsa, 8検体；C. deserticola, 10検体；C. tubulosa, 4検体；C. sinensis, 3検体で，採集地は，中国，19検体；カ
ザフスタン，4検体；トルコ及びパキスタン，各 1検体である．これまでに得られている 14検体の塩基配
列から分子系統樹を作成したところ，Tomariらの報告と同様に，C. tubulosa及びC. sinensisは，C. salsa 及
びC. deserticolaの配列と明確に区別された．また，C. salsaとC. deserticolaは，複数のクレードに跨って分
類され，種別ではなく産地別にクレードを形成する点も，Tomari らの報告と一致した．内モンゴル自治区
産のC. deserticola 1検体 (CH-1)，カザフスタン産のC. deserticola 3検体(CH-8, 9, 10) 及び寧夏回族自治区産
の C. salsa 1検体 (CH-15) では 2種の配列の混合物と推定されたことから，サブクローニングによりそれ
ぞれの配列に分離した上で解析を行った．その結果，CH-15の 2つの配列は，別々のクレードに分類され，
一方は，同じ寧夏回族自治区産の C. salsaである CH-16, 17の配列と一致した．他方は，トルコ由来の C. 
salsaであるCH-24と同じクレードに分類され，さらにBlast searchによる相同性検索では，C. ridgewayana
































カノコソウは，JP17において，カノコソウ Valeriana fauriei Briquetの根及び根茎と規定されている．本
生薬は，元々，JP1〜JP3に収載されていた欧州産カノコソウ（ワレリアナ根；V. officinalis L.）の代用また









香 (V. jatamansii)，3検体；Valeriana属の不明種，1検体，カメバキッソウ由来カノコソウ 1検体の計 45検
体を用いた．このものについて，ジクロロメタンエキスを調製し，GC/MS分析を行い，多変量解析を行っ
た結果，5つの精油型が見出された．1) J1 型及び 2) J2型：どちらも保持時間，約 7.9分に，bornyl acetate 
(BA)，12.7分に kessyl glycol diacetate (KGD) のピークを認めたが，9.7分，10.5分の未同定ピークが，J1型
では，顕著に大きかった．日本産のカノコソウ市場品は，いずれもどちらかの精油型を示した．3) K型： 
BAのピークを認める点は，J1, J2型と共通するが，KGDのピークをほとんど認めず，代わりに，kessyl acetate 
(KA) のピークを主ピークとして認めた．カメバキッソウ由来のカノコソウがこのタイプに分類された．4) 
C型：BAのピークを認める点は，日本産のものと共通するが，KGD, KAのピークを認めず，主ピークは，




ては，葉緑体DNAの psbA-trnH遺伝子間領域を利用したMinamiらの先行研究 9)があり，それによれば，V. 
fauriei は，同領域において AH-1〜AH-5 の 5 つの遺伝子型を持ち，国産 (AH-1〜AH-4) と中国産 (AH-5) 
も区別される．J1, J2, C, K型の成分型を示した試料の同領域の塩基配列解析を行ったところ，AH-1, 2, 5の
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